
令和３年２月定例会付議予定議案

令和３年２月１９日（金）

５２件
予算(22)、条例(18)、専決処分の承認（1）
事件議決(9)、基本的な計画の策定（2）

【主な内容】

○ 令和３年度一般会計予算
○ 令和２年度一般会計補正予算（国の総合経済対策に伴う補正）

招 集 日

議 案

埼玉県知事記者会見 令和3年2月12日 ①



令和３年度当初予算案

～新たな社会へ 青天を衝け～
①安心・安全の強化

埼玉県知事記者会見 令和3年2月12日 ②

③持続可能で
豊かな未来への投資

②ＤＸの推進と
県経済の回復・成長

一般会計 2兆 1,198 億 4,300 万円
前年度比

＋8.1％

（全会計合計 3兆 5,026億 9,833万9千円）

同時提案
13か月予算による切れ目のない公共事業等の実施 （令和2年度2月補正）

一般会計 444 億 2,360万 6千円

前年度比

＋1.5％



①安心・安全の強化

感染拡大防止と医療提供体制の強化①

埼玉県知事記者会見 令和3年2月12日 ③

安心の確保安心確保

入院医療体制

県民相談

軽症者等
療養体制

感 染 者
フォローアップ

クラスター
対策

新型コロナウイルス感染症対策 ３億３，５０４万円

９９７億８，２１４万円

検 査 体 制

ワクチン接種体制の整備

◆重症病床など医療提供体制の強化
・入院医療機関への協力金を拡充
・重症病床の確保に向けた施設・設備整備の助成
・重症患者の治療を行う医師等の派遣経費の助成単価を拡充
・医療従事者に対する手当に職種を拡充

◆検査体制や入院医療体制などの確保
・検査体制・入院医療体制・軽症者等療養体制を確保
・病床確保料など入院医療機関等への支援継続
・クラスター対策の推進

◆専門相談窓口の設置
医師や看護師が対応できる相談窓口を設置し、専門的な相談に対応

県

民

手続きなどの
問い合わせ 市町村 24時間・土日祝日も対応

医師看護師等

専門的な問い合わせ

◆医療従事者等優先接種の推進
接種予約のための予約サイトを接種病院に提供

県・コールセンター

オ
ン
コ
｜
ル

WEBサイトで予約

医療
従事者等

病院



①安心・安全の強化

感染拡大防止と医療提供体制の強化②

感染拡大防止対策

埼玉県知事記者会見 令和3年2月12日 ④

◆警察活動における感染防止 １億２，８６３万円

警察活動の継続を図るため、必要なマスクや消毒液等を整備

◆県立学校における感染防止 １億９，８９６万円

教育活動の継続を図るため、必要な教材器具等を整備

サスティナブルな病院等経営支援
７，０４１万円

・ ＤＰＣデータの分析手法等を学ぶ研修会を開催
・ 病院を支える職員１人１人の能力を向上

・ 地域の中核病院を支え、地域医療を守る
・ 収益回復や人材育成など課題に応じて支援

・ 介護施設との連携など新たな経営モデルを作成
・ 医療機関の新たな経営の方向性を提示

病院・診療所
連携強化

介護施設

◆感染拡大防止等を呼び掛ける特別広報の実施
２億９，９７６万円・ＳＮＳを中心としたＷＥＢによる情報発信

・テレビやラジオのスポットＣＭの制作放送
・新聞紙面広告などによる情報発信

◆介護施設等への支援
・介護・障害福祉サービス等事業所のサービス継続支援
・多床室個室化、陰圧装置、換気設備等の整備

１８億９，２４０万円

◆飲食店等への支援 ４億２，０００万円

中小の飲食店等が行う感染予防対策の費用を補助

◆研修会の開催

◆経営マイスターの派遣

◆経営モデルの作成



①安心・安全の強化

危機や災害に強い埼玉の構築①
国補正予算を活用した１３か月予算

埼玉県知事記者会見 令和3年2月12日 ⑤

◆ミッシングリンクの解消

都県境のミッシングリンク（未接続箇所）の
解消により災害時の円滑な交通ルートを確保

総額１，３９６億３，３３０万円

緊急輸送道路等における無電柱化を推進

◆橋りょうの耐震補強

首都直下地震等に備えて橋りょうの耐震補強を実施

迅速な避難
や救援物資
等の円滑な
輸送が可能に

４０億９，１４８万円

８億４，６０５万円

河道の拡幅

水害リスク情報図の活用例

流域治水対策の加速化
１１２億７５万円（１３か月：２８０億３，９５０万円）

◆無電柱化の推進 １９億９１８万円

災害に強い県土づくり

３１億７，５００万円

調節池の整備

◆整備水準を超える洪水等への対応

（単位：億円）

流域全体で、氾濫を
できるだけ防ぐ、減らす
対策を推進
（調節池の整備や
河道の拡幅など）

・避難に役立つ情報の積極的な配信
・水害リスク情報の充実
・排水機場の耐水化・耐震化

対前年度19.5％の大幅増

防災・減災事業を加速化



①安心・安全の強化

危機や災害に強い埼玉の構築②

埼玉県知事記者会見 令和3年2月12日 ⑥

危機や災害に強い体制づくり
２，２４６万円

◆災害対応力の強化

シナリオに基づく図上訓練

家畜伝染病の防疫体制の強化
９,０３５万円

災害に備えた医療体制の強化
５，４６９万円

２４時間電源確保が必要な在宅人工呼吸器難病患者が
風水害発生前に避難目的で入院できる仕組みを導入

自宅

電源

病院
台風接近前に避難

◆家畜保健衛生所の機能強化

家畜衛生情報共有システム構築などに
より、発生時の迅速な防疫措置に必要
な各種情報を集約

◆災害医療の連携体制の拡充

◆災害発生前の在宅難病患者一時入院 ◆特定家畜伝染病の防疫体制強化

危機や災害ごとに対処すべきシナリオの拡充

図上訓練による関係機関との連携強化

・地震などシナリオの充実、感染症対策への活用

・災害対応工程管理システムの導入

業務の効率化と施設のバイオセキュリティ向
上を図るため、新たな家畜保健衛生所の設
置に向けた調査・設計等を実施

・災害拠点病院と連携し、患者受入れの円滑化を図る「災害時連
携病院」の整備や県内で活動する「地域ＤＭＡＴ」を養成
・研修の企画や指導などを担うインストラクター等を増員



①安心・安全の強化

県民の暮らしを守る

埼玉県知事記者会見 令和3年2月12日 ⑦

警察業務の効率化による警察力の強化
２億９，４７３万円

ＤＶ被害者等への支援 ２，４０７万円

◆民間シェルター等の体制強化による支援を促進

児童虐待防止対策の強化

ケアラーやヤングケアラーへの支援
９，３２３万円

・ＳＮＳを活用し、どこからでも相談できる相談窓口を開設

福祉サービス体制の強化

◆地域再犯防止の推進

６，６６４万円

◆児童相談所の整備
熊谷児童相談所
及び一時保護所
を一体整備

県南西部地域に
児童相談所及び
一時保護所を新設

令和５年度開所予定 令和7年度開所予定

９億８５９万円

◆普及啓発及び地域や学校での支援

・「ケアラー月間」創設と支援フォーラム開催
・認知症の人と家族を支える「チームオレンジ」
構築支援
・ケアラー入院時等の要介護者受入施設の運営
・理解促進のための出張授業、オンラインサロン

捜査管理システムの構築やＡＩ－
ＯＣＲ、ＲＰＡなどの導入で、警
察官約40人分の増員効果を実現

・迅速・的確な生活保護業務を支援する「ＡIヘルプデスク」構築
・社会保険労務士による年金受給支援

◆IＣＴと専門職の活用による自立支援の促進

高齢又は障害により支援を必要とする起訴猶予者等への福祉支援

・自立支援サポーターの養成・登録制度の構築
・ＤＶ被害者等支援団体への助成

◆児童虐待相談の対応強化



②ＤＸの推進と県経済の回復・成長

デジタルトランスフォーメーションの推進

埼玉県知事記者会見 令和3年2月12日 ⑧

２，７１１万円手続のオンライン化推進

行政のデジタルトランスフォーメーション
の推進 ２１億７，９９３万円

一度入力した情報の再入力を不要とする「ワンスオンリー」
実現のための新たなシステムの整備

i-Constructionの推進 ４億５，９１８万円スマートフォン決済アプリ納税の導入
２１７万円非対面で納付できる納税方法の拡充

デジタル化によるビジネスモデルの転換支援
２億８，７９５万円

県民がメリットを実感できる社会全体のデジタルトランスフォー
メーションを目指し、行政事務のデジタル化を推進

テレワーク 業務のペーパーレス化

モバイルＰＣ

eラーニング

無線ＬＡＮ化

会議のデジタル化

３Dデータの活用
３Ｄ測量による
３Ｄデータの取得

・対象税目：自動車税、個人事業税、不動産取得税
・導入するアプリ：PayPay、LINE Pay、PayB 建設機械の半自動施工の例

◆中小企業のデジタル化の取組支援
・商工会議所連合会、商工会連合会へDX推進員を設置
・DX推進セミナーの実施、ICT活用コーディネーターによる個別支援

◆デジタルテクノロジーの活用・実証支援
・AI・IoT・ロボットシステム導入の先進事例創出・発信
・デジタル技術を活用した製品の開発・実証支援

AI

県が管理する道路や河川を対象とした３Ｄ測量を実施し、CIM
（建設生産プロセスにおいて３Ｄデータを活用した取組）を推進



②ＤＸの推進と県経済の回復・成長～埼玉の稼げる力の向上～

県内経済を支える企業支援

埼玉県知事記者会見 令和3年2月12日 ⑨

◆ 県内経済を支える中小企業の支援 ◆ 渋沢栄一創業プロジェクトの推進
２０１億８，７８３万円 ２，２８８万円

２億３， ０７６万円

◆社会課題の解決につながる創業支援
社会課題の解決を目指す起業希望者に対して、
ビジネスマッチング、資金調達など伴走型の支援

◆ 海外ビジネス展開支援
１億４２０万円

◆ 就業支援の強化と企業の人材確保支援

・ 海外展開に向けた中小企業のeコマース活用を支援
・ 海外ＥＣサイトにおいて埼玉県特設コーナーを開設

◆越境eコマースの活用を支援

◆アセアン等における海外ビジネス展開の支援

ジェトロとの連携や海外ビジネス

サポート拠点を通じた支援

◆事業継続や地場産地組合等への支援

・ 「事業継続力強化計画」の策定を支援

・産地組合等のウィズコロナ時代に対応した取組を支援

◆資金調達の円滑化支援
・制度融資枠 6,500億円
・セーフティネット系資金の融資要件の緩和

◆失業者の増加に対応した就業支援の強化
・オンラインによる就業支援サービスを実施

・市町村等と連携した出張面接会を開催

◆県内大学生等の県内企業への就職支援
・ 合同企業面接会を開催



②ＤＸの推進と県経済の回復・成長～埼玉の稼げる力の向上～

農林業の生産基盤・販売力強化

埼玉県知事記者会見 令和3年2月12日 ⑩

生産基盤の強化

農業の新たな担い手育成

４，０００万円 ３，９３４万円

◆県産米の競争力強化

オンライン狭山茶まつりやレシピコンテ
スト等を開催し、茶葉の需要回復と
新たな需要創出を支援

自然災害等の不測の事態に備え、
専門家による農業法人等の経営
継続計画（BCP）の策定を支援

１，３２４万円

クラウド上に保管

遠隔講義・復習に活用

持続可能な農業の確立

◆農業法人経営継続計画の策定支援

県産米のさらなる消費拡大のた
めの販売促進対策やブランド定
着のための支援

◆花きのオンライン商談の推進
生産者と小売店等がオンライン
で商談ができるシステムを導入

◆狭山茶の需要創出

水稲主体の営農から、より収益性の
高い野菜等の作物への転換を図るため、
排水改良などの基盤整備を実施

水田地帯の野菜の生産拡大・産地化
を促進

◆高収益農業の実証

◆埼玉県農業大学校の教育充実

講義データの蓄積

徹底した
排水対策

安定した収量と
品質を確保

専門家を派遣し、
ＢＣＰ策定を支援

・ｅラーニングシステムの導入によ
り、高度な農業教育を行う環境を
整備
・希望進路に応じたコース別学習
に、農家子弟コースを新設



②ＤＸの推進と県経済の回復・成長

魅力ある埼玉の発信

埼玉県知事記者会見 令和3年2月12日 ⑪

１億４，３００万円

・秩父鉄道のＩＣカード乗車券システムの導入支援
・旅行者等が利用しやすい環境整備等への支援

東京2020オリンピック・パラリンピックの開催
２３億５，５５６万円

文化プログラム（埼玉WABI SABI大祭典2021）の開催

◆大会の成功に向けた取組

◆大規模警備等の実施

観光の振興 ５，７３５万円

・大会期間中イベントの開催
・聖火リレーの実施
・都市ボランティア活動の運営

テロ対策資機材、警備実施資機材を整
備し、安全かつ円滑な大会運営を確保

観光と連動した地域公共交通の需要
回復・利用促進

◆関連イベントの実施

◆渋沢翁など埼玉三偉人のＰＲ・誘客

・ＷＥＢ上で「埼玉三偉人検定」を実施
・三偉人ゆかりの地をＰＲする情報誌を発行
・渋沢翁の人生・功績を楽しみながら学べる
ボードゲームを制作し若年層への普及に活用

◆民間事業者等と連携した広域観光の促進
・ところざわサクラタウン及び(一社)アニメツーリズム協会との
連携による展示企画を実施
・上記と連動した県内を広域に周遊するスタンプラリーを実施

◆Ｖｔｕｂｅｒを活用した情報発信
Vtuberを活用し県内外の若者らに効果的に観光情報を発信

化学剤散布テロ対処訓練

３，９４４万円

・ 150周年記念式典・イベントの開催

・ 特設WEBサイト・SNSの運営

・ 官民連携による魅力発信事業の実施

・ 県民参加型プロモーションの展開

◆ 埼玉150周年記念事業の実施



③持続可能で豊かな未来への投資

埼玉版ＳＤＧｓの推進

埼玉県知事記者会見 令和3年2月12日 ⑫

埼玉版ＳＤＧｓの推進

県民や企業、NPO、大学、金融機関、各種団体など多様なステークホルダーとの協働を通じ、ワンチーム埼玉でSDGsを推進

・ 埼玉県SDGs庁内推進本部のもとで
重点テーマの施策を積極的に展開

先進的SDGs事業への支援

埼玉版SDGs推進アプリによる普及・参加促進

学校・イベント等による意識醸成埼玉県
SDGs
官民連携
プラット
フォーム

・ 埼玉県SDGsパートナー登録制度や
環境SDGs取組宣言企業制度の推進

・ 中小企業向けSDGsセミナーの開催

社会課題の解決につながる創業の支援

・ 商店街への普及啓発の支援

・ NPO等の連携を促進するフォーラムの開催

取組へのサポートを充実

県民レベルの参加促進

連携して全県展開

部局横断で推進

企業・団体等 県 民

市町村

埼玉県

埼玉県は持続可能な開発目標
（SDGs）を支援しています。

ワンチーム埼玉
で推進!!



③持続可能で豊かな未来への投資～埼玉版ＳＤＧｓの推進・重点２テーマ～

埼玉の豊かな水とみどりを守り育む

埼玉県知事記者会見 令和3年2月12日 ⑬

プラスチックの持続可能な利用モデル促進
１，０７７万円

・市町村や事業者と連携した効率的な
回収方法の検証

ＳＡＩＴＡＭＡリバーサポーターズプロジェクト
２，１４３万円

・企業の商品開発やビジネスの拡大など
が川の保全につながるようにマッチング
・生き物調査、川遊びなどのイベント情
報をプッシュ型で発信

Next川の再生の推進 １１億１，５０８万円

動物園におけるＳＤＧｓの推進 ６，０００万円

９００万円森がつなぐ山とまちの未来事業

森林環境譲与税を活用し、都市部と山側の市町村が連携して
森林を整備するための支援を実施

都市部の
市町

山側の
市町村

県
マッチングサ
ポート

①ニーズを収集 ②ニーズを提供

④メニューを紹介
③提供可能な
メニューを収集

パートナーシップの構築

民間のアイデアで魅力ある水辺空間を創出

美化活動や環境学習の場を提供

民間のアイデアやノウハウを活用した水辺空間の利活用を促進

・園内にある谷戸環境の再生

・絶滅危惧種の繁殖を通じた生態系の保全

・企業等と連携したSDGｓの普及啓発

整備イメージ

経済活動と豊かな水と緑の保全が

両立する持続可能な取組を推進

・出口戦略を見据えた循環モデルの
構築に向けコンソーシアムを結成

連携



③持続可能で豊かな未来への投資～埼玉版ＳＤＧｓの推進・重点２テーマ～

未来を創る人材への投資

埼玉県知事記者会見 令和3年2月12日 ⑭

６億４，２３２万円教育の情報化の推進
１人１台端末環境におけるＩＣＴの効果的な活用の支援５０５万円

子ども食堂における体験活動や学習支援を推進するための
講師等を派遣

1st 生活支援
2nd 自己肯定感を育む

3rd EQの向上

・ご飯を食べお腹を満たす

・地域社会との繋がり
・信頼できる大人との出会い
・安心な居場所

・様々な体験活動
・学びの場の提供

子ども食堂＋体験活動
学習支援

子ども食堂のバージョンアップ

子ども食堂による子供のＥＱの向上

３５７万円

誰でも国際交流埼玉版SDGｓ推進事業

５８８万円
企業や大学、子ども食堂等と連携し、
一流のプロフェッショナルによる職業体
験教室を開催し、子供たちの将来の夢
の発見、実現を支援

見えないチカラを伸ばし夢をつかむリアル体験

小中学生を対象とした「埼玉しごと発見」
１，４０３万円

子供たちの職業選択の幅を広げ、

県内企業の魅力を知ってもらう

動画を制作し、学校の授業や自

宅学習で活用

・ＩＣＴ支援員の配置
・著作物利用の円滑化
・ＩＣＴ環境整備及び活用の推進

・ラグビーのプロチームと連携し、子供たちに
国際交流体験を提供
・海外姉妹州の大学と連携しオンライン教室を実施

将来



③持続可能で豊かな未来への投資

誰もが活躍できる埼玉

埼玉県知事記者会見 令和3年2月12日 ⑮

「共生社会プロジェクト」の推進 「世界のＳＡＩＴＡＭＡプロジェクト」の推進

◆ グローバル化など時代の変化に対応する
教育の推進

・学校を核とした外国人親子を支援するモデル事業の実施
・学校での日本語指導の充実、音声翻訳機器等による通訳支援

◆ 外国人との共生社会の実現

・県民や企業の理解をさらに進めるための啓発
・県や市町村の相談機関での相談対応の向上
・児童生徒向け啓発資料の作成
・アライを増やし、レインボーカラーを活用して
見える化

◆ＬＧＢＴＱなど性の多様性の理解
促進とアライの見える化

７９３万円

２，１３２万円

３，５２６万円
アライ(LGBTQを理解し支援したいと思う人)の
見える化により、当事者の安心した生活を支援

◆働き方改革の推進 ３，３４９万円

・企業へのアドバイザー派遣やセミナーを開催
・女性が多い職種等へのテレワーク拡大を目的としたセミナーを開催

◆女性のキャリアアップへの支援 ２億６，５７８万円

・就業からキャリアアップまでのワンストップ支援
・働く女性向けワンストップ支援サイトを開設
・ビジネスプランコンテストを開催

オンライン交流 現地訪問交流

・県立高校生をシンガポール国立大学等へ派遣
・オンラインと現地訪問を組み合わせた国際交流



③持続可能で豊かな未来への投資

未来を見据えた基盤づくり

埼玉県知事記者会見 令和3年2月12日 ⑯

「埼玉版スーパー・シティプロジェクト」の推進

◆ 市町村支援の推進
１，２３２万円

・地域の特性を活かし、コンパクト、スマート、レジリエントの３つ
の要素でまちづくりに取り組む市町村を支援

・立地適正化計画及びその計画に位置付ける防災指針の
作成を広域的な視点から支援

「あと数マイルプロジェクト」の推進
１９６億７，０４７万円

◆ 県内公共交通網の充実に向けた鉄道の延伸
の調査検討
・東京１２号線、東京８号線、日暮里・舎人ライナー、多摩都市
モノレールの延伸に係る課題解決のための調査検討

・埼玉高速鉄道線の延伸のためのさいたま市と連携した調査検討

◆ 既存工業団地のエネルギー活用調査

・レジリエント性向上等に資する既存工業団地のエネルギー
活用の可能性を調査

必要な機能が集積しゆとりある「魅力的な拠点」を構築コンパクト

スマート

レジリエント

新たな技術の活用などによる「先進的な共助」を実現

誰もが安心して暮らし続けられる「持続可能な地域」を形成

プロジェクトの３つの要素

超少子高齢社会を見据えた持続可能なまちへ
公共交通や道路網の更なる利便性の向上

◆ 直轄事業と連携した骨太の道づくり

国が施行する直轄道路事業と連携した道路整備の推進

事業実施例
１３路線
１６箇所



③持続可能で豊かな未来への投資

安全で快適な学習環境の整備・充実

埼玉県知事記者会見 令和3年2月12日 ⑰

県立高校の再編整備 ５，８６７万円 特別支援学校の整備

教育相談体制の強化（ＳＮＳ）
特別支援学校の通学環境充実

２９億５，７６７万円

３２億１，４０１万円

新 校 対象校 ※設置場所

児玉新校（仮称） 児玉白楊高校※、児玉高校

飯能新校（仮称） 飯能高校※、飯能南高校

２，７３３万円
県内中・高生の様々な不安に対応するため
ＳＮＳ相談体制を拡充

児童生徒の増加に対応するため、特別支援学校を整備
県立高校の活性化・特色化を図るため、令和５年度開校予定の
新校に係る校舎改修等の設計を実施

◆新型コロナウイルス対策として車内の過密を緩和する
ためスクールバスを運行

◆肢体不自由特別支援学校の通学負担を軽減するため
スクールバスを増便令和２年度 令和３年度

相談日 週３日 週５日

相談期間 ９か月半 １２か月



令和３年度 組織・定数改正

埼玉県知事記者会見 令和3年2月12日 ⑱

知事部局

※ 企業局、下水道局は組織・定数の改正なし

児童虐待対策の体制強化のため、各児童相談所に増員（＋57人）

デジタルトランスフォーメーション（ＤＸ）の推進と県経済の回復・成長
ＤＸ推進のためデジタル政策幹を新設し、職員を増員（＋7人）
経済の回復・成長や雇用の確保に向けた対策推進のため経済対策幹を新設し、職員を増員（＋5人）

6,857人→6,976人（＋119人）

100課123所→101課123所（＋１課）

～日本一暮らしやすい埼玉の実現に向けた重点配置～

その他、災害復旧の推進や、SDGｓ、各種プロジェクト等の実施は定数配分の見直しにより対応

新型コロナウイルス感染症対応の強化（各保健所＋38人、関係課所＋12人）

広報機能の強化のため、広報課を新設

シニア活躍推進課とウーマノミクス課を、人材活躍支援課と多様な働き方推進課に再編



新型コロナ対策 解説動画の発信 ①

埼玉県知事記者会見 令和3年2月12日 ⑲

○新型コロナのさまざまな疑問に
知事がわかりやすく解説

○県HP、YouTube（埼玉県公式
チャンネル）、 SNS等で発信

○第1弾「変異株について」
2月10日（水）公開



新型コロナ対策 解説動画の発信②

埼玉県知事記者会見 令和3年2月12日 ⑳

【第１弾】 変異株について
2月10日（水）公開

Q1 変異株はどのように見つけるの？
Q２ どのように感染予防すればいいの？
Q３ 発生した市町村や施設名は公表しな

いの？

県HPのトップページ
「やさしく解説！大野知事の新型コロナ対策」から



埼玉県知事記者会見 令和3年2月12日 ㉑

 営業時間・酒類提供時間短縮要請にご協力いただいた事業者に感染防止対策協力金を支給

 第４期（１月１２日~２月７日要請分）については、２月８日から申請の受付を開始

 支給額 １６２万円／店舗（１月12日から２月７日まで全て協力した場合）

埼玉県感染防止対策協力金（第４期）について

■申請状況

◆ 本日から支払いを開始

● 現在、速やかに審査し、書類不備等がない申請については迅速に支給する予定

２月８日 ２月９日 ２月１０日 ２月１１日 ４日間計

申請件数 ４，００５ １，８５５ １，２８７ ６９９ ７，８４６



１２市における高齢者施設職員を対象としたＰＣＲ検査の結果（暫定版）

検査希望者１３，６０１人中、１１，５０６人の検査結果判明、陽性者は３人（陽性率０．０３％）

検査対象者 検査希望者 検査実施者 陽性者 陽性率

２３，０００人
（４２７施設）

１３，６０１人
（２４３施設）

１１，５０６人 ３人 ０．０３％

令和３年２月９日現在

埼玉県知事記者会見 令和3年2月12日 ㉒



高齢者施設職員等を対象とする集中的検査

県、政令市、中核市が一体となり、検査の実施計画を策定し、実施実施主体

対象施設

埼玉県知事記者会見 令和3年2月12日 ㉓

検査時期 令和３年２月中旬～３月下旬

特別養護老人ホーム、老人保健施設などに加え、認知症グループホーム

や障害者入所施設等も対象

対象者 高齢者施設等従事者及び新規入所者 約１２９，０００人

（内、県所管分 約８４，０００人）



今後の学校における感染防止対策

埼玉県知事記者会見（教育長報告） 令和3年2月12日 ㉔

３つの新たな対策
① チェックリストによる感染防止対策の更なる徹底

 県立中・高・特別支援学校 県教育局による実態調査、指導・助言

 市町村立学校 市町村教育委員会による実態調査、指導・助言

 私立学校 県による実態調査、指導・助言

② 集団感染事例集の作成・有効活用

 公立学校での集団感染事例の取りまとめ、感染防止のポイント整理

 事例集を参考とした学校における感染防止対策の強化

③ 部活動原則中止を公立・私立中学校まで拡大（緊急事態宣言中）


